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平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
皇
室
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
御
物
の
中
か
ら
、
絵
画
や
書
・

工
芸
品
な
ど
約
六
千
点
が
国
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
に
開
館
し
た
三
の
丸
尚
蔵
館
が
、
開
館
三
十
周
年
を
迎
え
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
十

一
月
三
日
、「
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
に
際
し
、

開
館
記
念
展
「
皇
室
の
み
や
び
―
受
け
継
ぐ
美
―
」
が
令
和
六
年
六
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
（
図
１
）
を
十
二
代
沈
壽
官
《
色
絵
金
彩
菊
貼
付
香
炉
》（
以
下
、《
香

炉
》
図
１
右
上
）
が
、
重
要
文
化
財
・
海
野
勝
珉
《
蘭
陵
王
置
物
》、
国
宝
・
伊
藤
若
冲
《
動

植
綵
絵 

南
天
雄
鶏
図
》(

部
分)

な
ど
と
と
も
に
飾
っ
て
い
る
。 

こ
の
十
二
代
沈
壽
官
の
《
香
炉
》
は
、「
装
飾
性
豊
か
で
華
や
か
な
意
匠
か
ら
、
当
館
（
三

の
丸
尚
蔵
館
）
の
近
代
陶
磁
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
（
括
弧
書
は

引
用
者
）」
と
い
う
経
緯
に
よ
り
、
数
あ
る
名
品
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

十
二
代
沈
壽
官
が
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
に
創
業
し
、
こ

の
作
品
が
製
作
さ
れ
た
玉
光
山

陶
器
製
造
場
は
、
現
在
も
沈
壽

官
窯
と
し
て
同
じ
場
所
で
操
業

が
続
い
て
お
り
、
当
時
の
登
り

窯
は
一
部
改
築
さ
れ
て
い
る
も

の
の
今
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

創
業
以
来
、
同
じ
場
所
で
経
営
が
継
続
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
沈
壽
官
家
に
は
玉
光
山
陶
器

製
造
場
以
来
の
経
営
資
料
が
伝
世
し
て
い
る
。
把
握
で
き
て
い
る
だ
け
で
三
千
五
百
点
に
及

ぶ
資
料
群
で
あ
る
が
、
昨
年
、
新
た
に
倉
庫
か
ら
日
記
や
下
絵
図
、
賞
状
な
ど
の
入
っ
た
茶

箱
が
発
見
さ
れ
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
整
理
の
過
程
で
、
戦
前
ま
で

の
資
料
数
百
点
の
中
に
、
十
二
代
沈
壽
官
の
製
作
活
動
や
受
賞
歴
を
示
す
資
料
と
と
も
に
、

先
に
述
べ
た
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
が
所
蔵
す
る
《
香
炉
》
の
製
作
経
緯
に
関
わ
る
書
類
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
か
ら
十
二
代
沈
壽
官

に
関
わ
る
も
の
を
抽
出
し
目
録
と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
十
二
代
沈
壽
官
の
経
歴
と
、

献
上
品
や
買
い
上
げ
品
な
ど
の
製
作
を
通
じ
た
皇
室
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く

こ
と
と
す
る
。 
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（
一
）
十
二
代
沈
壽
官
関
係
資
料
目
録 

今
回
、
十
二
代
沈
壽
官
（
以
下
、
沈
壽
官
と
記
す
）
関
係
資
料
と
し
て
抽
出
し
た
の
は
七

十
六
点
で
あ
る
。
資
料
ご
と
に
番
号
を
付
し
て
目
録
（
59
～
60
頁
）
と
し
て
ま
と
め
、
一
部

を
除
き
図
版
を
掲
載
し
た
。
目
録
は
、
①
下
絵
図
（
番
号
１
～
９
）、
②
表
彰
状
・
博
覧
会
等

で
の
賞
状
類
（
番
号
10
～
39
）、
③
経
営
・
製
造
に
関
す
る
記
録
類
（
番
号
40
～
47
）、
④

皇
室
に
関
連
す
る
記
録
（
番
号
48
～
66
）、
⑤
履
歴
書
類
（
番
号
67
～
74
）、
⑥
藩
政
期
の

記
録
（
番
号
75
・
76
）
に
分
類
で
き
る
。
番
号
36
～
38
は
十
三
代
沈
壽
官
の
も
の
で
あ
る

が
、
沈
壽
官
の
下
で
窯
場
を
支
え
た
職
工
ら
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
目
録
に
加

（
１
） 

図１ 皇室のみやび―受け継

ぐ美―」展ポスター 



え
た
。 

（
二
）
十
二
代
沈
壽
官
関
係
資
料
の
概
要 

次
に
、
沈
壽
官
関
係
資
料
の
概
要
を
、
①
下
絵
図
、
②
表
彰
状
・
博
覧
会
等
で
の
賞
状
類
、

③
経
営
・
製
造
に
関
す
る
記
録
類
、
④
皇
室
に
関
連
す
る
記
録
、
⑤
履
歴
書
類
、
⑥
藩
政
期

の
記
録
の
分
類
に
従
い
、
以
下
に
述
べ
る
。 

①
下
絵
図
（
番
号
１
～
９
）
は
彩
色
画
と
墨
画
が
あ
り
、
原
寸
大
と
思
わ
れ
る
絵
図
を
掛

幅
に
仕
立
て
た
も
の
（
番
号
１
・
６
～
９
）
と
、
数
種
類
の
小
型
絵
図
を
貼
り
交
ぜ
て
掛
幅

装
と
し
た
も
の
（
番
号
２
～
５
）
が
あ
る
。 

「
牡
丹
文
大
花
瓶
下
絵
図
」（
番
号
１
）
は
彩
色
下
絵
図
で
あ
る
が
、
本
図
が
も
と
と
な
っ

た
作
品
《
錦
手
牡
丹
文
花
瓶
》
が
、
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
絵
図
に
は
「
惣
高

サ
臺
迄
テ
参
尺
」
と
あ
り
、
現
存
作
品
と
形
状
、
サ
イ
ズ
と
も
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
色
彩
と

意
匠
の
細
部
に
若
干
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
胴
の
牡
丹
蝶
図
、
そ
し
て
口
縁
、
肩
、

腰
の
割
文
様
に
至
る
ま
で
、
下
絵
図
に
従
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
花
瓶
に
は
、「
薩
摩
壽

官
製
」・「
周
運
筆
」
の
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
玉
光
山
陶
器
製
造
場
に
お
け
る
画
工
方
の
筆

頭
で
あ
っ
た
森
山
周
運
（「
星
帳
」（
番
号
44
）、
図
版
参
照
）
が
下
絵
図
を
も
と
に
絵
付
け

を
手
掛
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
朝
顔
形
植
木
鉢
・
木
瓜
形
植
木
鉢
・
盆
栽
鉢
下
絵
図
」（
番
号
２
）
に
貼
り
込
ま
れ
た
２

種
の
植
木
鉢
は
、「
陶
器
調
製
書
」（
番
号
55
）
の
第
二
号
、
第
三
号
に
該
当
し
、
宮
内
省
内

匠
寮
土
木
課
が
買
い
上
げ
た
植
木
鉢
の
下
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。「
植
木
鉢
下
絵
図
」（
番
号

３
）
の
う
ち
、
中
段
の
図

（「
甲
」
朱
書
き
）
と
下
段
の

図
（「
乙
」
朱
書
き
）
に
つ
い

て
は
、
沈
壽
官
家
蔵
「
植
木

鉢
彩
色
下
絵
図
」（
図
３
）
と

一
致
し
て
お
り
、
そ
こ
に

「
廿
八
年
度
宮
内
省
ウ
ツ

シ
」、「
十
二
月
十
五
日
ノ
内
ニ
上
納
済
相
成
様
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
十
二
月
十
五

日
内
に
宮
内
省
に
上
納
さ
れ
た
甲
・
乙
の
植
木
鉢
の
下
絵

図
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
香
炉
・
置
物
・
花
瓶
下
絵
図
」（
番
号
４
）
に
は
数

種
の
下
絵
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
上
か

ら
二
番
目
の
「
第
参
號
置
物 

高
サ
壱
尺
壱
寸
」
と
あ
る

墨
画
は
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日
に
宮
内
省
調
度

局
に
花
瓶
・
香
炉
と
と
も
に
納
品
さ
れ
た
「
置
物
」
に
相

当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
瓶
掛
・
花
瓶
・
香
炉
下
絵
図
」（
番
号
５
）
に
つ
い
て
は
詳
細
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

右
上
の
瓶
掛
（
鉄
瓶
を
か
け
る
火
鉢
）
図
に
「
小
松
ノ
宮
様
へ
瓶
掛
ヲ
上
納
ニ
相
成
候
浮
キ

上
ケ
ノ
通
リ
菊
桐
ノ
浮
（「
上
」
脱
カ
）
ゲ
ト
同
シ
（
括
弧
書
は
引
用
者
）」
と
あ
り
、
右
下

の
香
炉
図
に
「
代
六
圓
也
、
宮
内
省
堤
様
方
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
宮
内
省
へ
の

上
納
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
下
絵
図
」（
番
号
６
～
８
）
に
は
、「
横
浜
弁
天
通
四
丁
目 

高
城
商
店
」
の
朱
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
沈
壽
官
家
に
同
じ
印
が
押
さ
れ
た
同
種
の
下
絵
図
が
数
種
伝
わ
っ
て
お
り
、

高
城
商
店
で
整
え
ら
れ
、
沈
壽
官
に
注
文
用
と
し
て
送
ら
れ
た
下
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。「
龍

耳
大
花
瓶
下
絵
図
」（
番

号
６
）
は
沈
壽
官
家
に

作
品
が
現
存
す
る
（
図

４
）。 

②
表
彰
状
・
博
覧
会

等
で
の
賞
状
類
（
番
号

10
～
39
）
は
、
明
治
十

四
年
か
ら
大
正
十
一

図３ 植木鉢彩色下絵図（沈壽官家蔵） 

図２ 錦手牡丹文花瓶（黎

明館蔵） 

け継ぐ美―」展ポスター 

（
２
） 

図４ 白薩摩昇龍浮上大花瓶

（沈壽官家蔵）高さ 122.0 ㎝ 



（
一
九
二
二
）
年
ま
で
に
沈
壽
官
が
国
内
外
の
博
覧
会
や
共
進
会
に
出
品
し
受
賞
し
た
際
に

贈
呈
さ
れ
た
褒
賞
授
与
証
（
番
号
10
～
38
）
及
び
任
命
書
（
番
号
39
）
で
あ
る
。
沈
壽
官

の
受
賞
歴
は
、
こ
れ
ま
で
主
催
者
が
発
行
し
た
出
品
目
録
や
受
賞
者
人
名
録
及
び
沈
壽
官
家

に
伝
来
す
る
履
歴
書
の
記
載
等
を
基
に
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
を
裏
付
け
る
一
次

史
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
内
国
勧
業
博
覧
会
の
賞
状
、
第
二
回
（
番
号
10
）、
第
三
回

（
番
号
12
）、
第
四
回
（
番
号
14
・
15
）、
第
五
回
（
番
号
30
）
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
内

国
勧
業
博
覧
会
は
、
万
博
で
の
日
本
製
品
の
好
評
を
受
け
て
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
提
案

に
よ
り
、
内
務
省
が
主
催
し
殖
産
興
業
を
目
的
に
開
催
し
た
博
覧
会
で
、
西
南
戦
争
の
た
め

に
鹿
児
島
県
が
全
国
で
唯
一
出
品
で
き
な
か
っ
た
第
一
回
を
除
き
、
沈
壽
官
は
す
べ
て
の
回

で
受
賞
し
た
。
県
内
の
受
賞
者
は
他
に
も
数
人
い
る
も
の
の
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
陶
磁
器

の
受
賞
者
で
賞
状
が
現
存
す
る
の
は
沈
壽
官
の
み
で
あ
る
。 

同
様
の
目
的
で
農
商
務
卿
西
郷
従
道
が
代
表
を
務
め
た
、
明
治
十
八
年
の
繭
絲
織
物
陶
漆

器
共
進
会
で
は
、
出
品
者
に
加
え
各
産
地
の
功
労
者
も
褒
賞
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
薩
摩
焼

で
は
、
沈
壽
官
と
龍
門
司
焼
の
川
原
源
助
、
青
木
宗
兵
衛
が
功
労
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
薩

摩
焼
の
創
始
に
関
わ
っ
た
芳
仲
、
朴
平
意
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
の
パ
リ
万
博
出
品
作

を
製
作
し
た
朴
正
官
に
も
追
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
沈
壽
官
は
功
労
賞
（
授
与
証
が
沈
壽
官
家

に
伝
来
）
に
加
え
、
薩
摩
焼
の
出
品
者
の
中
で
最
も
上
位
の
四
等
賞
（
番
号
11
）
を
受
賞
す

る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
二
十
六
名
の
陶
業
者
が
東
京
に
集
め
ら
れ
、
明
治
十
四
年
を
頂
点

に
、
そ
の
後
大
き
く
減
少
し
て
い
た
海
外
輸
出
の
打
開
策
を
協
議
し
た
陶
器
集
談
会
に
も
、

鹿
児
島
県
を
代
表
し
て
出
席
し
た
。 

③
経
営
・
製
造
に
関
す
る
記
録
類
（
番
号
40
～
47
）
に
は
、
明
治
十
三
年
（
番
号
40
）、

明
治
十
四
年
（
番
号
41
）、
明
治
十
八
年
（
番
号
42
）、
明
治
二
十
五
年
（
番
号
43
）
の
沈

壽
官
の
日
記
が
含
ま
れ
る
。
日
ご
と
の
箇
条
書
き
で
、
主
な
記
載
内
容
は
職
工
の
出
勤
に
関

す
る
記
述
で
あ
る
が
、
窯
場
の
動
き
も
把
握
で
き
る
。「
陶
器
各
種
値
段
調
」（
番
号
46
）
は
、

当
時
取
引
の
あ
っ
た
東
京
や
横
浜
、
京
都
な
ど
県
外
業
者
へ
の
売
渡
価
格
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。「
白
陶
器
工
業
締
約
」
を
結
ん
だ
同
業
者
で
あ
る
東
郷
壽
勝
・
鮫
島
訓
石
・
奥
原
玄

市
と
連
名
で
、
県
外
へ
の
製
品
の
売
渡
価
格
を
値
上
げ
す
る
旨
を
記
し
た
書
簡
の
草
稿
が
含

ま
れ
、
苗
代
川
産
地
で
商
品
価
格
を
統
一
す
る
と
い
う
、
組
合
活
動
が
う
か
が
え
る
。 

「
金
地
金
泥
箔
買
入
本
立
簿
」（
番
号
47
）
は
、
明
治
二
十
七
年
の
一
年
間
に
使
用
し
た

金
彩
原
料
の
記
録
で
あ
る
。
買
入
品
と
し
て
、
解
き
箔
・
京
都
箔
・
東
京
箔
・
内
箔
・
別
打

箔
・
無
類
別
打
箔
・
無
類
純
金
・
純
金
・
玉
金
・
砂
金
・
是
迄
カ
ス
・
硝
酸
・
エ
ン
サ
ン
・

銅
カ
ネ
が
認
め
ら
れ
る
。
明
治
時
代
は
、
純
度
が
低
い
水
金
が
海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
先

進
技
術
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
沈
壽
官
は
江
戸
時
代
以
来
の
薩
摩
焼
の
伝
統
で
あ
る
、

純
質
の
金
泥
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
史
料
に
記
さ
れ
た
硝
酸
や
塩
酸
は
、

沈
壽
官
が
自
身
の
窯
場
で
金
液
の
製
造
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

④
皇
室
に
関
連
す
る
記
録
（
番
号
48
～
66
）
の
う
ち
、「
北
白
川
宮
殿
下
（
能
久
親
王
）・

妃
殿
下
行
幸
等
記
録
貼
交
掛
幅
」（
番
号
48
）
は
、
明
治
二
十
六
年
、
沈
壽
官
家
が
北
白
川

宮
殿
下
・
妃
殿
下
の
御
休
息
所
と
な
っ
た
際
の
記
録
及
び
明
治
二
十
八
年
に
同
家
が
東
園
侍

従
の
御
休
息
所
と
な
っ
た
際
の
記
録
を
掛
幅
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
下
部
に
は
二
通
の
御
礼

状
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
皇
室
へ
献
上
・
売
渡
品
製
作
実
績
書
上
」（
番
号
49
）
は
、
明

治
十
四
年
か
ら
同
三
十
年
の
間
に
お
け
る
島
津
家
か
ら
皇
室
へ
の
献
上
品
や
宮
内
省
買
上

品
の
製
作
等
を
沈
壽
官
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
宮
内
省
御
注
文
延
期
願
留
」
ほ
か
（
番

号
50
～
66
）
は
、
宮
内
省
の
買
い
上
げ
に
係
る
書
簡
や
届
け
出
の
控
え
等
が
含
ま
れ
て
お

り
、
調
度
局
及
び
土
木
課
と
の
や
り
取
り
が
み
ら
れ
る
。 

⑤
「
履
歴
書
類
」（
番
号
67
～
74
）
は
、
受
賞
歴
を
端
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
、
授
与
証

の
内
容
ま
で
記
載
さ
れ
た
詳
細
な
も
の
、
さ
ら
に
薩
摩
焼
の
沿
革
や
玉
光
山
陶
器
製
造
場
の

創
業
の
経
緯
に
も
言
及
し
た
も
の
が
あ
る
。 

⑥
「
藩
政
期
の
記
録
」（
番
号
75
・
76
）
は
、
薩
摩
藩
が
殖
産
振
興
を
目
的
に
苗
代
川
で

実
施
し
た
磁
器
生
産
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
御
仕
建
松
山
根
帳
」（
番
号
75
）
は
、
表
紙

に
「
嘉
永
三
年
戌
二
月
改
」、「
苗
代
川
肥
前
傳
焼
物
所
」
と
あ
り
、「
苗
代
川
肥
前
傳
焼
物
所

部
一
山
目
録
写
」（
番
号
76
）
は
、
表
紙
に
「
慶
應
元
年
丑
六
月
踏
付
改
」、「
市
来
所
々
山

（
３
） 

（
４
） 

（
５
） 



床
八
ヶ
所 

検
者
方
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
肥
前
伝
焼
物
所
に
お
け
る
薪
の
調
達
に
つ
い

て
の
記
録
で
あ
る
が
、
沈
壽
官
家
に
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
藩
営
の
焼
物
所
の
記
録
が
い
く
つ

か
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
明
治
期
に
創
業
し
た
沈
壽
官
家
に
伝
来
し
て
い
る
理
由
は
定

か
で
な
い
が
、
前
述
の
履
歴
書
類
に
よ
れ
ば
、
沈
壽
官
が
「
御
内
用
方
」
の
職
工
で
あ
っ
た

こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
苗
代
川
に
お
け
る
藩
営
の
陶
磁
器
生
産
体
制
に
触
れ
て
お
く
。
弘
化
三
（
一
八

四
六
）
年
、
調
所
広
郷
が
行
っ
た
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
磁
器
窯
が
築
造
さ
れ
た
。「
苗

代
川
焼
物
所
」
の
中
に
、
陶
器
生
産
部
門
の
「
高
麗
伝
焼
物
所
」
に
加
え
、
新
た
に
磁
器
生

産
部
門
の
「
肥
前
伝
焼
物
所
」
が
置
か
れ
、
内
用
方
が
運
営
し
た
。
沈
壽
官
は
そ
の
職
工
で

あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
り
、
県
主
宰
の
苗
代
川
陶
器
会
社
に
転
換
す
る
と
、
沈
壽
官
は
工

長
を
務
め
た
こ
と
、
現
在
の
沈
壽
官
窯
の
所
在
地
が
苗
代
川
陶
器
会
社
の
道
路
向
か
い
に
位

置
す
る
こ
と
、
同
社
の
瓦
解
に
際
し

て
職
工
の
一
部
が
、
沈
壽
官
が
創
業

し
た
窯
場
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
な
ど

の
経
緯
か
ら
、
藩
政
期
の
記
録
が
沈

壽
官
の
も
と
に
伝
来
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 二 

十
二
代
沈
壽
官
に
つ
い
て 

 

（
一
）
十
二
代
沈
壽
官
の
経
歴 

慶
応
三(

一
八
六
七)

年
の
パ
リ
万

博
で
の
好
評
を
き
っ
か
け
に
、
幕
末

か
ら
明
治
期
、
華
麗
な
絵
付
け
を
施

し
た
白
色
陶
器
の
白
薩
摩
、
い
わ
ゆ

る
薩
摩
錦
手
は
欧
米
で
絶
大
な
人
気

を
誇
っ
た
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
あ
た
り
、
鹿
児
島
県
に
赴
任
し

て
い
た
医
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
は
「
薩
摩
焼
は
来
る
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
も
大
量
に
出

品
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
日
本
の
中
で
最
高
級
品
と
み
な
さ
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
お
り
、

万
博
を
前
に
薩
摩
焼
の
評
価
は
極
め
て
高
く
、
多
数
の
製
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
万
博
会
場
で
は
沈
壽
官
の
手
に
な
る
錦
手
大
花
瓶
が
多
大
な
賞
賛
を
受
け
、
薩
摩
錦

手
の
国
際
商
品
と
し
て
の
評
価
は
決
定
的
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
れ
以
降
、
沈
壽
官
は
県

内
の
薩
摩
焼
生
産
を
牽
引
し
続
け
た
。 

こ
こ
で
、
明
治
三
十
六
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
履
歴
書
（
番
号
72
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、
目

録
に
含
ま
れ
る
履
歴
書
類
を
も
と
に
、
改
め
て
沈
壽
官
の
経
歴
に
触
れ
た
い
。 

沈
壽
官
は
、
天
保
六(

一
八
三
五)

年
、
薩
摩
焼
を
創
始
し
た
朝
鮮
人
陶
工
ら
の
末
裔
と
し

て
苗
代
川
（
現
在
の
日
置
市
東
市
来
町
美
山
）
に
生
ま
れ
た
。
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に

（
６
） 

（
８
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藩
営
の
苗
代
川
焼
物
所
の
工
人
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
は
工
長
と
な
り
、
文

久
元
（
一
八
六
一
）
年
か
ら
は
横
目
役
も
兼
務
し
た
。
明
治
四
年
、
苗
代
川
陶
器
会
社
の
工

長
と
な
る
が
、
同
社
が
破
産
解
社
と
な
っ
た
た
め
、
私
費
を
投
じ
て
玉
光
山
陶
器
製
造
場
を

建
設
し
た
。
現
在
ま
で
続
く
沈
壽
官
窯
が
創
業
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
目
録
中
の
②
表
彰
状
・
博
覧
会
等
で
の
賞
状
類
（
番
号
10

～
35
）
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
表
１
は
、
②
に
沈
壽
官
家
に
伝
来
す
る
賞
状
類
の
情
報
を

加
え
て
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
万
博
を
経
て
、
明
治
十
四
年
か
ら
亡
く
な

る
明
治
三
十
九
年
ま
で
に
、
万
博
で
四
回
、
国
内
博
覧
会
で
二
十
回
、
九
州
県
内
で
一
回
、

鹿
児
島
県
内
で
二
回
の
受
賞
実
績
が
あ
る
。
こ
の
間
、
明
治
三
十
四
年
に
は
、
緑
綬
褒
章
を

受
章
し
た
。 

国
内
に
競
合
す
る
陶
磁
器
産
地
が
多
数
あ
る
中
、
鹿
児
島
県
の
苗
代
川
に
所
在
し
、
こ
う

し
た
功
績
を
残
し
続
け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
創
業
後
、
大
型

製
品
の
安
定
的
な
生
産
、
画
彩
窯
の
改
良
や
透
彫
・
浮
彫
と
い
っ
た
彫
刻
技
法
の
開
発
な
ど

次
々
と
技
術
革
新
を
進
め
、
東
京
に
支
店
を
開
い
て
海
外
輸
出
も
積
極
的
に
行
う
一
方
、
国

内
の
産
地
に
白
薩
摩
の
素
地
提
供
も
行
う
な
ど
し
て
経
営
的
に
も
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。 

 

（
二
）
十
二
代
沈
壽
官
の
製
作 

 

続
い
て
沈
壽
官
が
受
賞
し
た
際
の
出
品
物
に
着

目
し
て
、
そ
の
製
作
を
見
て
い
こ
う
。
表
１
の
う
ち

審
査
評
を
み
て
い
く
と
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
の
第
二
回
内
国
博
で
は
、
置
物
に
つ
い
て
「
遊
船

楽
ヲ
奏
ㇱ
寶
船
福
神
ヲ
載
ス
、
此
ノ
二
個
ノ
置
物
意

匠
少
シ
ク
疎
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
雖
ト
モ
船
體
及
ヒ
船

首
ノ
竜
鳳
佳
巧
ニ
シ
テ
焼
成
完
全
ナ
リ
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
二
点
の
う
ち
船
首
に
鳳
凰
を
か
た
ど
っ

た
作
品
が
図
５
で
あ
り
、
精
緻
な
彫
刻
を
施
し
た
作

品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
二
十
八
年
の
第
四
回
内
国
博
で
三
等
妙

技
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
、「
工
手
善
ク
熟
シ
テ
彫
刻
精
緻
、
編
竹
ノ
整
齊
真
ニ
逼
テ
清
雅
ナ

リ
」、
明
治
三
十
一
年
美
術
展
覧
会
で
二
等
賞
銀
杯
を
受
賞
し
た
「
薩
摩
陶
浮
彫
花
缾
」
ほ
か

は
、「
倶
ニ
精
細
ノ
彫
鏤
ヲ
施
ス
、
日
子
ヲ
惜
マ
ス
シ
テ
此
製
作
ア
リ
」
と
あ
っ
て
、
彫
刻
技

に
対
す
る
評
価
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
具
体
的
な
作
品
の
名
称
が
記
さ
れ
た
出

品
作
に
つ
い
て
も
、「
籠
形
置
物
」、「
陶
製
古
銅
紋
彫
刻
花
瓶
」、「
陶
白
地
透
彫
香
爐
」、「
薩

摩
焼
浮
彫
花
瓶
」
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
籠
形
や
透
彫
、
浮
彫
を
施
し
た
彫
刻
技
を
駆
使
し
た

作
品
を
出
品
し
、
評
価
を
受
け
て
い
る
。 

明
治
期
の
薩
摩
焼
は
薩
摩
錦
手
に
象
徴
さ
れ
る
華
麗
な
絵
付
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
沈

壽
官
が
用
い
た
「
薩
摩
壽
官
製
」
銘
の
あ
る
作
品
も
、
端
正
で
緻
密
な
上
絵
付
け
が
特
徴
的

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
１
か
ら
は
、
沈
壽
官
が
博
覧
会
等
に
積
極
的
に
出
品
し
、
ま

た
受
賞
と
い
う
形
で
評
価
を
受
け
た
の
は
、
自
身
が
発
明
し
た
透
彫
・
浮
彫
、
そ
し
て
彫
刻

技
を
駆
使
し
た
置
物
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
造
形
に
調
和
す
る
上
絵
付
け
が
施
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
必
ず
し
も
上
絵
付
け
を
必
要
と
せ
ず
、
白
薩
摩
の
素
地
の
美
し
さ
と

精
緻
な
彫
刻
文
様
か
ら
な
る
荘
重
な
作
風
も
、
沈
壽
官
を
特
徴
づ
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

（
三
）
弟
壽
誠
・
次
弟
豊
壽 

と
こ
ろ
で
、
沈
壽
官
の
名
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
製
陶
業
を
支
え
た
弟
た

ち
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
沈
壽
官
に
は
、
壽
誠
、
豊
壽
、
當
近
と
い
う
三
人

の
弟
が
い
た
。
こ
こ
で
は
、
東
京
支
店
の
責
任
者
と
し
て
海
外
向
け
製
品
の
絵
付
け
や
商
品

販
売
の
役
目
を
担
っ
た
、
弟
沈
壽
誠
、
次
弟
河
野
豊
壽
（
朴
豊
壽
）
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。 

沈
壽
官
が
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
玉
光
山
陶
器
製
造
場
を
創
業
す
る
と
、
明
治
十
一

年
に
壽
誠
が
上
京
、
二
年
後
に
は
東
京
支
店
を
開
業
し
た
。
壽
誠
に
関
し
て
は
、
沈
壽
官
家

に
伝
わ
る
「
沈
寿
誠
東
京
画
工
場
及
び
審
査
請
求
主
眼
留
」
に
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

壽
誠
は
、
明
治
五
年
か
ら
兄
壽
官
に
従
っ
て
陶
器
画
彩
を
は
じ
め
、
同
十
一
年
に
上
京
し
、

東
京
で
有
名
画
工
の
も
と
を
転
々
と
し
て
画
業
を
修
業
し
た
。
明
治
十
三
年
に
開
業
し
た
支

（
９
） 
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店
は
京
橋
区
竹
川
町
に
あ
っ
た
が
、
同
十
六
年
か
ら
は
京
橋
区
銀
座
二
丁
目
に
移
転
、
そ
し

て
同
十
八
年
に
至
っ
て
芝
区
田
町
四
丁
目
十
八
番
地
に
土
地
と
家
を
買
い
求
め
て
画
工
場

を
建
設
し
東
京
支
店
と
し
た
。
明
治
二
十
三
年
の
第
三
回
内
国
博
に
は
壽
誠
の
名
で
出
品
、

そ
の
際
の
芝
区
田
町
の
居
住
地
と
し
て
、
本
宅
は
居
宅
本
場
（
間
口
四
間
・
奥
行
五
間
）
二

階
付
、
附
属
建
物
二
棟
内
一
棟
（
間
口
一
間
・
奥
行
二
間
等
）
二
階
付
と
あ
る
。 

東
京
支
店
を
構
え
た
こ
と
で
外
商
と
の
直
接
取
引
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
苗
代
川
の
窯
場
か
ら
相
当
量
の
白
素
地
が
壽
誠
の
も
と
に
送
り

出
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
沈
壽
官
自
身
も
た
び
た
び
滞
在
し
て
お
り
、
東
京
支
店
は
沈
壽

官
に
と
っ
て
も
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

し
か
し
、
明
治
二
十
四
年
を
境
に
沈
壽
官
家
資
料
に
お
い
て
壽
誠
の
名
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
現
段
階
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
頃
没
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
か
わ
っ
て
、
東
京
支
店
の
住
所
に
河
野
豊
壽
の
名
が
現
れ
る
。 

豊
壽
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
壽
官
・
壽
誠
の
弟
と
し
て
生
ま
れ
た
（
番
号
59
）。

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は
英
式
調
練
を
受
け
、
翌
年
の
戊
辰
戦
争
に
鹿
児
島
兵
外
城
四

番
隊
と
し
て
従
軍
、
上
京
し
て
禁
闕
守
衛
に
続
き
北
越
ま
で
出
陣
の
の
ち
帰
郷
し
て
い
る
。

明
治
十
二
年
の
段
階
で
は
沈
壽
官
と
同
居
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
朴
雲
益
の
養
子
と
な
っ

て
お
り
、
同
十
三
年
九
月
に
は
朴
豊
壽
と
名
乗
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
に
鹿
児
島
市
の

士
族
河
野
通
故
の
養
子
と
な
り
、
河
野
豊
壽
と
改
姓
し
て
い
る
が
、
こ
の
後
上
京
し
て
、
東

京
支
店
を
任
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
東
京
の
島
津
家
袖
ヶ
崎
邸
や
皇
室
と
の
や
り
と
り
は
、

東
京
支
店
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
、
天
皇
が
袖
ヶ
崎
邸
を
行
幸
し
た
折
の
島

津
家
か
ら
の
献
上
品
、
皇
室
の
買
い
上
げ
品
な
ど
の
窓
口
も
東
京
支
店
が
務
め
て
い
る
。 

 

三 

皇
室
と
十
二
代
沈
壽
官 

 

「
宮
内
省
御
注
文
延
期
願
留
」（
番
号
50
）
は
、
冒
頭
で
示
し
た
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
沈
壽
官
作
《
色
絵
金
彩
菊
貼
付
香
炉
》（
以
下
、《
香
炉
》
と
記
す
）
及

び
《
色
絵
金
彩
菊
貼
付
花
瓶
》
一
対
（
以

下
、《
花
瓶
》
一
対
と
記
す
）
か
ら
な
る

一
組
の
作
品
（
図
６
）
に
関
連
す
る
史
料

で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
明
治

二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
一
月
十
二
日
付

で
沈
壽
官
か
ら
調
度
局
長
山
崎
直
胤

（
省
吾
）
宛
て
に
製
作
の
契
約
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
香
炉
二
個
と
花
瓶
二

対
の
製
作
を
合
計
四
百
六
十
円
で
請
け

負
い
、
九
月
二
十
八
日
に
納
品
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
本
来
、
二
セ
ッ

ト
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
初
の

納
品
日
は
五
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
も

の
の
、
沈
壽
官
か
ら
二
度
の
延
期
願
が

提
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。「
宮
内
省

御
注
文
延
期
願
留
」（
番
号
50
）
に
含
ま

れ
る
、
五
月
十
五
日
付
で
申
請
さ
れ
た

七
月
三
十
一
日
ま
で
納
品
の
延
期
を
願

う
延
期
願
、
さ
ら
に
七
月
二
十
日
付
で
申
請
さ
れ
た
九
月
三
十
一
日
ま
で
納
品
の
延
期
を
願

う
再
延
期
願
は
、
調
度
局
に
提
出
さ
れ
た
書
類
の
控
え
と
み
ら
れ
る
。 

調
度
局
に
残
る
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
付
の
「
調
製
書
」
に
よ
れ
ば
、《
香
炉
》
と

《
花
瓶
》
一
対
に
加
え
て
、
同
時
に
置
物
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、「
第
参
號 

置

物 

壹
個 

高
サ
壱
尺
壱
寸 

但
シ
唐
子
遊
ビ
橋
渡
之
圖
人
物
車
橋
供
古
代
錦
模
様 

代

金
百
七
拾
五
圓
」
と
あ
る
と
い
う
。
こ
の
作
品
は
三
の
丸
尚
蔵
館
に
は
伝
存
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
下
絵
図
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
図
が
、「
香
炉
・
置
物
・
花
瓶
下
絵
図
」

（
番
号
４
）
に
貼
り
込
ま
れ
た
下
絵
図
の
う
ち
、
上
か
ら
二
番
目
の
絵
図
で
あ
る
。
右
上
に

（
10
） 

図６ 

（
12
） 

（
13
） 

（
11
） 

（
14
） 



「
第
参
號 

置
物 

高
サ
壱
尺
壱
寸
」
と
あ
り
、
調
製
書
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、

下
絵
図
の
図
案
に
は
、
調
製
書
に
あ
る
「
唐
子
遊
ビ
橋
渡
之
圖
」
に
相
応
し
い
人
物
・
車
・

橋
が
あ
る
と
い
う
点
も
一
致
す
る
。
下
絵
図
に
あ
る
モ
チ
ー
フ
に
「
古
代
錦
模
様
」
の
上
絵

付
け
が
施
さ
れ
た
置
物
が
、《
花
瓶
》
一
対
・《
香
炉
》
と
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。 

と
こ
ろ
で
、
図
６
の
《
花
瓶
》
一
対
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
薩
摩
壽
官
製
」
の
金
彩
銘
と
、
彫

銘
で
「
森
田
徳
二
郎
作
」
と
あ
る
。
彫
銘
は
、
森
田
が
細
工
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
三
の
丸
尚
蔵
館
の
岡
本
氏
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
の
で

あ
る
が
、
二
〇
一
八
年
当
時
は
沈
壽
官
周
辺
に
該
当
す
る
人
物
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
明
治
二
十
五
年
の
「
星
帳
」（
番
号
44
）
の
細
工

方
の
職
工
に
「
森
田
徳
次
郎
」
の
名
が
見
え
る
。「
星
帳
」
と
は
出
勤
簿
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
年
の
森
田
の
勤
務
状
況
を
み
る
と
、
一
年
間
で
三
四
三
日
の
出
勤
、
延
べ
三
七
七
・
八

六
人
分
の
勤
労
と
な
っ
て
お
り
、
細
工
方
と
し
て
多
く
の
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。「
調
製
書
」
が
記
さ
れ
た
年
に
細
工
師
と
し
て
沈
壽
官
の
も
と
で
活
躍
し
て
い
た

「
森
田
徳
次
郎
」
が
、《
花
瓶
》
の
製
作
を
手
掛
け
た
そ
の
人
で
あ
る
と
み
て
ま
ち
が
い
あ
る

ま
い
。 

こ
の
他
に
も
、
沈
壽
官
は
表
２
の
と
お
り
、
幾
度
も
皇
室
へ
の
献
上
や
買
い
上
げ
品
の
製

作
を
手
掛
け
た
。
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
記
録
（
番
号
48
～
66
）
の
中
に
は
、
宮
内
省
土
木
課

を
窓
口
と
し
た
植
木
鉢
や
盆
栽
鉢
の
買
い
上
げ
記
録
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
。
番
号
55
は
、

明
治
二
十
六
年
三
月
十
七
日
付
の
植
木
鉢
の
「
陶
器
調
製
書
」
で
あ
る
。
書
き
込
み
が
多
い

た
め
草
稿
と
思
わ
れ
る
が
、「
第
壹
號
」
か
ら
「
第
参
號
」
ま
で
三
種
に
関
す
る
詳
細
な
記
載

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
第
貳
號
木
瓜
形
植
木
鉢
」「
第
参
號
朝
□
形
植
木
鉢
」
に
該
当
す
る

下
絵
図
が
番
号
２
（
上
段
・
中
段
）
に
含
ま
れ
る
。
表
２
は
、
沈
壽
官
が
ま
と
め
た
「
皇
室

へ
献
上
・
売
渡
品
製
作
実
績
書
上
」（
番
号
44
）
な
ど
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

明
治
二
十
七
年
に
植
木
鉢
、
明
治
二
十
八
年
に
大
植
木
鉢
、
明
治
三
十
一
年
に
も
植
木
鉢
を

売
り
渡
し
た
と
あ
り
、
番
号
２
の
下
絵
図
は
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

表
２
に
よ
れ
ば
、
献
上
や
買
い
上
げ
な
ど
を
通
し
て
、
沈
壽
官
の
作
品
が
皇
室
に
献
上
・

買
い
上
げ
ら
れ
た
機
会
は
十
回
に
上
る
。
そ
の
数
の
多
さ
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
な
ど
で
の

多
数
の
受
賞
を
反
映
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。 

 

お
わ
り
に 

 

は
じ
め
に
触
れ
た
が
、
沈
壽
官
家
に
は
ほ
か
に
三
千
五
百
点
を
超
え
る
経
営
資
料
が
伝
来

し
て
い
る
。
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
明
治
時
代
に
海
外
輸
出
や
博
覧
会
等
で
活
躍
し
た
窯
元

の
経
営
記
録
の
存
在
は
沈
壽
官
家
の
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
全
国
的
に
み
て
も
、
明

治
時
代
の
窯
元
の
経
営
記
録
が
失
わ
れ
ず
に
一
括
資
料
と
し
て
伝
来
し
た
稀
有
な
例
で
あ

る
。
今
回
は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
る
予
定
の
資
料
を
中
心
に
述
べ
た
が
、
沈
壽
官
家
に
伝
来

し
て
い
る
資
料
を
含
め
て
、
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
明
治
期
を
中
心



と
し
た
日
本
に
お
け
る
輸
出
産
業
の
生
産
や
流
通
の
実
態
を
う
か
が
う
上
で
も
、
世
界
に
名

を
馳
せ
た
薩
摩
焼
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
現
在
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
近
代
薩
摩
焼
の
歴
史
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
で
の
受
賞
や
出
品
目
録
、
統

計
書
等
か
ら
の
全
体
と
し
て
の
生
産
量
等
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沈
壽
官
家
文

書
の
存
在
は
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
検
討
に
よ
り
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
沈
壽
官
窯
の
生
産
や
流
通
の
実
態
な
ど
を
通
し
て
、
近
代
薩
摩
焼
の
姿
も
ま
た
立
体
的

に
現
れ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

今
回
、
十
二
代
沈
壽
官
と
皇
室
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
沈
壽
官
家
に
伝
わ
る
資
料
を
基
に
、

皇
室
に
伝
わ
っ
た
作
品
や
そ
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
端

を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
両
者
の
資
料
な
ど
を
比
較
し
な
が
ら

検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
証
的
な
関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
藩
営
の
苗
代
川
焼
物
所
に
関
す
る
資
料
も
、
近
年
研
究
が
進
展
し
て
き
た
幕
末
期

の
殖
産
振
興
事
業
と
し
て
の
苗
代
川
に
お
け
る
磁
器
生
産
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で

貴
重
で
あ
る
。
資
料
群
の
整
理
が
進
み
、
研
究
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

註 

 

（
１
）
岡
本
隆
志
「
十
二
代
沈
壽
官
《
色
絵
金
彩
菊
貼
付
花
瓶
》・《
色
絵
金
彩
菊
貼
付
香
炉
》

に
つ
い
て
」
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
二
十
三
号
、

宮
内
庁
、
二
〇
一
八
年
、
紀
要
篇
二
五
頁 

（
２
）
前
掲
註
１ 

二
八
頁
「
一
第
参
號 

置
物 

壹
個 

高
サ
壱
尺
壱
寸 

但
シ
唐
子
遊

ビ
橋
渡
之
圖
人
物
車
橋
供
古
代
錦
模
様 

代
金
百
七
拾
五
圓
」
と
あ
る
。 

（
３
）「
主
な
国
内
博
覧
会
等
出
品
一
覧
」
黎
明
館
編
『
薩
摩
焼
資
料
集 

華
麗
な
る
薩
摩
焼

の
近
代
』
明
治
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
黎
明
館
企
画
特
別
展
「
華
麗
な
る
薩
摩
焼
」
実

行
委
員
会
、
二
〇
一
九
、
五
〇
～
五
三
頁 

（
４
）
前
掲
註
３ 

「
苗
代
川
の
製
陶
関
係
者
―
沈
壽
官
家
文
書
を
通
し
て
―
」、
四
六
頁 

（
５
）
拙
稿
「
薩
摩
焼
の
歴
史
と
沈
壽
官
窯
―
白
薩
摩
の
系
譜
」
展
覧
会
図
録
、
パ
リ
・
三

越
エ
ト
ワ
ー
ル
帰
国
記
念
『
薩
摩
焼 

桃
山
か
ら
現
代
へ 

歴
代
沈
壽
官
展
』、
朝
日
新

聞
社
・
歴
代
沈
壽
官
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年 

（
６
）「
苗
代
川
文
書
所
役
日
記
一
・
二
」『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
十
巻 

三
一
書
房 

一
九
七
〇
年
、
七
二
九
頁
「
苗
代
川
の
儀
近
年
相
労
候
付
、
御
内
用
計
を
以
御
取
救
被

仰
付
候
」
と
あ
る
。 

（
７
）
大
山
瑞
代
訳
、
吉
良
芳
恵
解
説
『
幕
末
維
新
を
駈
け
抜
け
た
英
国
人
医
師
―
甦
る
「
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
文
書
」
―
』
創
泉
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年 

（
８
）
前
掲
註
５ 

深
港
恭
子
編
「
薩
摩
焼
年
表
―
苗
代
川
系
・
沈
壽
官
家
を
中
心
に
」
／

拙
稿
「
窯
業
産
地
と
し
て
の
苗
代
川
の
形
成
と
展
開
―
薩
摩
焼
生
産
の
歴
史
」
久
留
島

浩
・
須
田
努
・
趙
景
達
編
『
薩
摩
・
朝
鮮
陶
工
村
の
四
百
年
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四

年
／
前
掲
註
１
・
３
ほ
か
に
、
沈
壽
官
の
経
歴
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。 

（
９
）
前
掲
註
５ 

（ 

）
前
掲
註
５ 

（ 

）
拙
稿
「
島
津
忠
義
が
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
に
贈
っ
た
薩
摩
焼
に
つ
い
て
―
十
二
代
沈
壽

官
作 

錦
手
花
卉
図
花
瓶
・
錦
手
四
君
子
図
茶
壺
形
蓋
付
壺
―
」『
国
華
』
一
五
二
八
号
、

一
二
八
編
、
第
七
冊
、
二
〇
二
三
年 

（ 

）
前
掲
註
１
、
図
６
《
花
瓶
》
一
対 

右 

高
さ
四
一
・
三
、
胴
径
（
短
径
）
一
五
・

二
、（
長
径
）
二
四
・
七
、
左 

高
さ
四
〇
・
五
、
胴
径
（
短
径
）
一
六
・
二
、（
長
径
）

二
三
・
九
、《
香
炉
》
中 

総
高
三
七
・
八
、
本
体
胴
径
（
短
径
）
一
五
・
一
、（
長
径
）

二
二
・
七 

（ 
）
宮
内
省
調
度
局
の
記
録
は
、
前
掲
註
１
の
岡
本
論
文
を
参
考
に
し
た
。 

（ 

）
前
掲
註
１
、 

（ 

） 

深
港
恭
子
・
渡
辺
芳
郎
「
幕
末
苗
代
川
に
お
け
る
磁
器
生
産
―
『
御
内
用
方
萬
留 

一

番
』
の
検
討
か
ら
―
」『
東
洋
陶
磁
』
四
五
、
東
洋
陶
磁
学
会
、
二
〇
一
六
年
ほ
か 

（
ふ
か
み
な
と 

き
ょ
う
こ 

本
館
学
芸
課
主
任
学
芸
専
門
員
） 

10ぜ
ｎ 

11ぜ
ｎ 

12ぜ
ｎ 

13ぜ
ｎ 

15ぜ
ｎ 

14ぜ
ｎ 

（
15
） 



番号 名称 宛所 制作者 年代 西暦 形質 法量(㎝) 備考

1 牡丹文大花瓶下絵図
掛幅
紙本･彩色

縦98.2
横70.0

作品現存(黎明館所蔵)

2
朝顔形植木鉢・木瓜形植木鉢・盆
栽鉢下絵図

明治26年 1893
掛幅
紙本･彩色

縦117.0
横66.5

番号55「陶器調製書」に該当あり

3 植木鉢下絵図 明治28年 1895
掛幅
紙本･彩色

縦109.0
横50.5

沈壽官家蔵「彩色植木鉢下絵図」と同
じ下絵図(甲(中段)・乙(下段)を含む

4 香炉・置物・花瓶下絵図 明治25年 1892
掛幅
紙本･彩色

縦159.0
横51.3

中段「第参號　置物　高サ壱尺壱寸

5 瓶掛・花瓶・香炉下絵図
掛幅
紙本･彩色

縦72.4
横61.8

香炉(右下)に、「代六圓也、宮内省堤
様方」

6 龍耳大花瓶下絵図
掛幅
紙本･墨

縦133.0
横75.3

「横浜弁天通四丁目　高城商店」朱
印。作品現存(沈壽官窯蔵)

7 広口大花瓶下絵図
掛幅
紙本･墨

縦90.7
横68.5

「横浜弁天通四丁目　高城商店」朱印

8 瓶子形大花瓶下絵図
掛幅
紙本･墨

縦91.0
横74.5

「横浜弁天通四丁目　高城商店」朱印

9 菊紋旭日鶴図花瓶下絵図
掛幅
紙本･墨

縦102.6
横53.3

貼り紙　縦35.5　横26.0

10 第二回内国勧業博覧会褒状 沈壽官 明治14年6月10日 1881 一紙
縦
横

「置物」

11
繭絲織物陶漆器共進会褒賞授与
証（四等賞）

沈壽官 明治18年6月5日 1885 一紙
縦39.8
横53.3

「陶器　袋形茶具」

12
第三回内国勧業博覧会褒賞証
（二等有功賞）

沈壽官 明治23年7月11日 1890 一紙
縦44.5
横62.8

「向附皿 菊花式、花瓶 薄端」

13
美術展覧会贈褒之証
（褒状一等）

沈壽官 明治24年5月9日 1891 一紙
縦34.7
横43.8

「薩摩焼鳥籠形香炉」

14
第四回内国勧業博覧会褒賞証
（妙技三等）

沈壽官 明治28年7月11日 1895 一紙
縦46.0
横63.3

「陶器竹籠式花瓶」

15
第四回内国勧業博覧会褒状
（褒状）

沈壽官 明治28年7月11日 1895 一紙
縦46.0
横63.3

「陶器花瓶」

16
連合共進会褒賞授与証
（二等褒賞）

沈壽官 明治30年3月18日 1897 一紙
縦37.7
横48.8

「浮彫花瓶 白地」

17
創設廿五年紀念博覧会褒賞証
（有功銀牌）

沈壽官 明治30年5月16日 1894 一紙
縦41.3
横54.1

「陶製香爐」

18
創設廿五年紀念博覧会紀念状
（出品紀念）

沈壽官 明治30年5月16日 1894 一紙
縦41.3
横54.1

「陶磁器」

19
第一回鹿児島県管内米外八品品
評会褒賞授与証（花瓶一等賞）

沈壽官 明治30年10月31日 1894 一紙
縦31.9
横41.6

20
美術展覧会褒賞証
（二等賞銀牌）

沈壽官 明治31年5月14日 1898 一紙
縦35.0
横44.4

「自作　薩摩陶浮彫花缾　大瓶一雙、
小瓶一隻」

21
鹿児島県重要物産品評会証
（一等賞）

沈壽官 明治33年3月7日 1900 一紙
縦31.3
横39.0

「陶磁器」

22
連合共進会褒賞授与証
（二等褒賞）

沈壽官 明治34年3月15日 1901 一紙
縦37.7
横49.3

「籠形置物」

23
第一回全国窯業品共進会褒賞
（二等賞銀牌）

沈壽官 明治34年9月22日 1901 一紙
縦36.2
横50.1

「陶製古銅紋彫刻花瓶」

24
第十六回競技会褒賞贈与之証
（三等賞銅牌）

沈壽官 明治34年10月20日 1901 一紙
縦41.0
横55.0

「自作　陶白地透彫香爐」

25
五二会臨時品評会褒賞証
（三等賞銅牌）

沈壽官 明治34年11月1日 1901 一紙
縦37.5
横51.9

「筒形香爐」

26
第二回全国製産品博覧会謝状
（名誉牌）

沈壽官 明治35年5月10日 1902 一紙
縦39.2
横54.7

審査嘱託における尽力に対する感謝
状

27
宮内省御買上ケニ付通知書
（薩摩焼香炉）

沈壽官 明治35年5月17日 1902 一紙
縦33.0
横43.2

「一薩摩焼香炉」

28
第十七回競技会褒賞贈与之証
（褒状一等）

沈壽官 明治35年9月14日 1902 一紙
縦41.0
横55.0

「自作　薩摩焼浮彫花瓶」

29
美術展覧会褒賞証
（三等賞銅牌）

沈壽官 明治35年11月22日 1902 一紙
縦35.0
横44.0

「薩摩焼浮彫花瓶」

30
第五回内国勧業博覧会賞牌授与
証（三等賞牌）

沈壽官 明治36年7月1日 1903 一紙
縦49.5
横63.7

「陶器各種」

31
第三回全国製産品博覧会褒賞之
証（三等賞　有功銅牌）

沈壽官 明治37年5月14日 1904 一紙
縦44.8
横56.3

「陶器各種」

32
内国製産品評会賞牌授与証
（三等賞牌）

沈壽官 明治37年5月22日 1904 一紙
縦48.3
横63.3

「陶器各種」

33
戦時紀念五二会品評会褒賞之証
（三等賞）

沈壽官 明治37年11月8日 1904 一紙
縦39.5
横55.0

「薩摩焼陶器各種」

34
戦時記念博覧会褒賞之証
（二等賞　有功銀牌）

沈壽官 明治38年5月29日 1905 一紙
縦39.4
横33.8

「薩摩焼各種」

35
第十二回九州沖縄八県連合共進
会賞牌授与証（一等賞金牌）

沈壽官 明治39年4月15日 1906 一紙
縦39.0
横51.0

「菓子器」

36
第四回鹿児島県工産品品評会褒
賞授与証（一等賞）

沈壽官
(十三代)

大正10年11月1日 1921 一紙
縦37.7
横51.4

「花瓶」

37
平和記念東京博覧会褒賞授与証
（銀牌）

沈壽官
(十三代)

大正11年7月10日 1922 一紙
縦42.3
横54.1

「陶器」

38
第五回鹿児島県工産品品評会褒
賞授与証（一等賞）

沈壽官
(十三代)

大正11年9月27日 1922 一紙
縦37.4
横51.6

「薩摩焼花瓶」

39 東京彫工会特別賛助会員任命書 沈壽官 明治31年5月18日 1898 一紙
縦26.0
横34.5

40
日記帳
（明治13年正月元日～6月6日）

沈壽官 明治13年 1880
和綴
38丁

縦28.8
横21.0

表紙「明治十三年辰一月吉日　日記帳
藤尾陶器製造　沈壽官」、

41
日誌
（明治14年１月～8月16日）

沈壽官 明治14年 1881
和綴
14丁

縦27.0
横20.2

表紙「明治十四年巳一月吉日　日誌
藤尾陶器製造場　沈壽官」

42
日記幉
（明治18年1月1日～8月9日）

沈壽官 明治18年 1885
和綴
35丁

縦27.5
横20.5

表紙「明治十八年乙酉第壱月二日改
日記蝶　玉光山陶器製造場　沈壽官」

資料目録



番号 名称 宛所 制作者 年代 西暦 形質 法量(㎝) 備考

43
日記
（明治25年1月1日～12月31日）

沈壽官 明治25年 1892
和綴
57丁

縦27.5
横20.0

表紙「明治廿五年　辰一月より　日記
玉光山陶器製造場　画工預リ　沈壽
官」

44 星帳 沈壽官 明治25年 1892
和綴
57丁

縦28.0
横20.5

表紙「明治廿五年一月一日より　星帳
玉光山陶器製造場　沈壽官」

45
日給金前渡帳
（明治23年1月～12月）

沈壽官 明治23年 1890
和綴
69丁

縦27.5
横20.0

表紙「明治二十三年第一月より　日給
金前渡帳　玉光山陶器製造場　沈壽
官」

46 陶器各種値段調 沈壽官 明治20年 1887
和綴
18丁

縦27.0
横20.0

表紙「明治二十年第一月より　陶器各
種値段調　日置郡苗代川百六十五番
戸　沈壽官」，挟込文書２種

47
金地金泥箔買入本立簿
（1月～12月）

沈壽官 明治27年 1894
和綴
14丁

縦27.0
横20.0

表紙「明治廿七年第一月より　金地
金泥箔買入本立簿　玉光山陶器製
造場　沈壽官」

48
北白川宮殿下（能久親王）・妃殿
下行幸等記録貼交掛幅

明治26年6月16日
明治28年6月22日

1893
1895

掛幅
紙本･墨書

縦162.4
横45.0

49
皇室へ献上・売渡品製作実績書
上

沈壽官 明治30年頃か 1897
和紙
4枚

縦32.5
横24.2

明治14～30年

50 宮内省御注文延期願留 沈壽官 明治26年5月13日 1893
和綴
6丁

縦27.0
横19.0

①「延期願控」(明治26年5月13日付)，
②「再延期願控」(明治26年7月20日
付)、③「手塚光栄・長崎省吾宛書簡
控」(明治26年7月23日)、④「延期願
控」(明治31年7月29日)、⑤「記」(明治
31年2月3日)

51 再延期願
調度局長山嵜
直胤殿

沈壽官 明治26年7月20日 1893 一紙
縦26.5
横37.3

番号50-②と同じ内容

52 宮内省調度局召喚状 沈壽官 調度局 2月5日
一紙
封筒付

縦19.0
横27.0

53
宮内省調度局召喚状（担当主任
竹中）

沈壽官 購買掛 9月29日
一紙
封筒付

縦16.0
横20.0

沈壽官(芝区田町四丁目拾八番地　河
野豊壽方)

54 宮内省調査課小川寿雄書簡 沈壽官 調度課 11月5日
一紙
封筒付

縦18.5
横51.5

九鬼帝国博物館総長から注文。沈壽
官(芝区田町四丁目　沈寿誠方)

55 陶器調製書 沈壽官 明治26年3月17日 1893
和綴
3丁

縦27.5
横19.5

「第壹號　植木鉢」、「第貳號　木瓜形
植木鉢」、「第参號　朝□形植木鉢」に
ついての調製書

56 土木課召喚状（担当小平） 沈壽官
宮内省内匠寮
土木課

(明治26年)9月29日 1893 一紙
縦27.0
横18.0

植木鉢製造の件につき面談依頼

57 契約書案 内匠寮 沈壽官 明治26年10月18 日 1893
和綴
2丁

縦24.4
横16.3

盆栽鉢五対三種の契約書案。端書に
「此ハ不宜敷候者、別紙ヲ差上候」

58 宮内省調度局書簡（担当手塚） 沈壽官 調度局 (明治26年)12月8日 1893
一紙
封筒付

縦19.0
横86.5

沈壽官(芝区田町四丁目拾八番地　河
野豊壽方)

59 御門鑑御下渡願ほか綴 内匠寮 沈壽官
明治27年6月26日
ほか

1894
和綴
3丁

縦26.2
横17.7

①「御門鑑御下渡願草稿」(明治27年6
月20日)、②「御門鑑御下渡願案」(明
治27年6月26日)、③「御□入願」(明治
27年6月19日)

60
宮内省内匠寮土木課召喚状（担
当小平）

沈壽官
宮内省内匠寮
土木課

明治27年6月21日 1894
一紙
封筒付

縦17.7
横28.0

沈壽官(芝区田町四丁目拾八番地　河
野豊壽方)

61 宮内省内蔵寮通達 沈壽官 (書類)内蔵寮 明治27年7月19日 1894
一紙
封筒付

縦26.5
横19.5

調度局の送金。沈壽官(本郷区春木町
二丁目廿四番地　三谷治方)

62 代人死亡御届草稿 内匠寮 沈壽官 明治29年4月13日 1896
和綴
2丁

縦25.0
横16.8

内匠寮から注文に対する手続き代人
に指定していた河野豊壽の死亡届

63 解雇御届案 沈壽官 明治29年4月13日 1896 一紙
縦24.2
横16.0

内匠寮から注文に対する手続き代人
に指定していた河野豊壽の死亡届

64 委任状 沈壽官 明治29年4月16日 1896 一紙
縦23.8
横16.0

河野豊壽死亡を受け，代理人岩元玄
静

65 委任状草稿及び見本 宮内寮 沈壽官 (明治29年4月) 1896
和綴
2丁

①縦24.2
横16.0

河野豊壽死亡を受け，代理人岩元玄
静，②縦17.2 横22.5

66
薩摩焼浮彫花瓶製作代金申出書
（断片）

調度局 沈壽官 明治30年12月23日 1897 一紙
縦24.1
横16.2

「薩摩焼浮彫花瓶一個代金二拾八円
五拾銭」

67
薩摩陶器由来・陶器製造場創業
沿革草稿

沈壽官 明治17年8月 1884
和綴
2丁

縦27.0
横19.0

68
薩摩陶器由来・陶器製造場創業
沿革草稿

沈壽官 明治17年9月 1884
和綴
3丁

縦27.2
横19.0

69 沈壽官履歴書 沈壽官 明治31年頃か 1898
和綴
21丁

縦27.5
横19.5

「十二」貼付ラベル

70 沈壽官履歴書 沈壽官 明治32年1月10日 1899
和綴
9丁

縦28.5
横20.2

「十七」貼付ラベル，
※９丁（表紙･裏表紙除く）

71 沈壽官履歴書 沈壽官 明治35年 1902
和綴
2丁

縦28.0
横20.0

「十八」貼付ラベル

72 沈壽官履歴書 沈壽官 明治36年7月 1903
和綴
5丁

縦28.0
横19.5

「十九」貼付ラベル

73 履歴　正 沈壽官 明治36年3月 1903 一紙
縦24.3
横30.0

「二」貼付ラベル

74
沈壽官履歴及び薩摩陶器ノ由来
草稿

和綴
4丁

縦25.0
横17.3

「六」貼付ラベル

75 御仕建松山根帳 肥前傳焼物所 嘉永3年 1850
和綴
8丁

縦29.0
横21.0

表紙「嘉永三年戌二月改　御仕建松山
根帳　苗代川肥前傳焼物所」

76
苗代川肥前傳焼物所部一山目録
写

検者方 慶長元年 1865
和綴
5丁

縦40.0
横14.6

表紙「慶應元年丑六月踏付改　苗代川
肥前伝焼物所部一山目録写　市来
所々山床八ヶ所　検者方」



１ 牡丹文大花瓶下絵図



２ 朝顔形植木鉢・木瓜形植木鉢・
盆栽鉢下絵図

３ 植木鉢下絵図



４ 香炉･置物･花瓶下絵図

５ 瓶掛･花瓶･香炉下絵図



６ 龍耳大花瓶下絵図

７ 広口大花瓶下絵図８ 瓶子形大花瓶下絵図

９ 菊紋旭日鶴図花瓶下絵図

10 第二回内国勧業博覧会褒状

14 第四回内国勧業博覧会褒賞証15 第四回内国勧業博覧会褒状

12 第三回内国勧業博覧会褒賞証



17 創設廿五年紀念博覧会褒賞証

20 美術展覧会褒賞証21 鹿児島県重要物産品評会証

30 第五回内国勧業博覧会賞牌授与証11 繭絲織物陶漆器共進会褒賞授与証

13 美術展覧会贈褒之証16 連合共進会褒賞授与証

19 第一回鹿児島県管内米外八品品評会
褒賞授与証



26 第二回全国製産品博覧会謝状27 宮内省御買上ケニ付通知書

28 第十七回競技会褒賞贈与之証29 美術展覧会褒賞証

22 連合共進会褒賞授与証23 第一回全国窯業品共進会褒賞

24 第十六回競技会褒賞贈与之証25 五二会臨時品評会褒賞証



35 第十二回九州沖縄八県連合共進会賞牌
授与証

36 第四回鹿児島県工産品品評会褒賞授与証

37 平和記念東京博覧会褒賞授与証38 第五回鹿児島県工産品品評会褒賞授与証

31 第三回全国製産品博覧会褒賞之証32 内国製産品評会賞牌授与証

33 戦時紀念五二会品評会褒賞之証34 戦時記念博覧会褒賞之証



40 日記帳(明治13年)41 日誌(明治14年)

44 星帳(明治25年)

43 日記(明治25年) 42 日記幉(明治18年)

45 日給金前渡帳(明治23年)46 陶器各種値段調(明治20年)

47 金地金泥箔買入本立簿(明治27年)48 北白川宮殿下(能久親王)･妃殿下行幸等記録
貼交掛幅

（細工方）（画工方）



53 宮内省調度局召喚状（担当主任竹中）

49 皇室へ献上･売渡品製作実績書上

51 再延期願

50 宮内省御注文延期願留

55 陶器調製書



58 宮内省調度局書簡（担当手塚）

57 契約書案

72 沈壽官履歴書

75 御仕建松山根帳76 苗代川肥前傳焼物
所部一山目録写

70 沈壽官履歴書


